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（参考）
事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

【負債の部】

【純資産の部】
・固定負債は記念講堂建設工事に係る借入金により、13億6,800万円の増となりました。

・第1号基本金は病院建設工事に係る借入金返済分などを組入れたことにより、8億5,700万円の増となりました。
・繰越収支差額は基本金に9億9,000万円を組入れたことなどにより、11億5,000万円の減となりました。

・有形固定資産は記念講堂建設工事に係る資産の取得などにより、18億1,400万円の増となりました。

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減
8,151,459

2,106,189

10,257,648

6,783,802

1,742,173

8,525,975

1,367,657

364,016

1,731,673

固定負債

流動負債

負債の部合計［B］

○資金収支計算書 ○事業活動収支計算書

○貸借対照表

■資金収支計算書総括表（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで） ■事業活動収支計算書総括表（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）

■前年度末との主な増減は次のとおりです。

■貸借対照表総括表（令和4年3月31日現在）

【資産の部】

（単位：千円）（単位：千円）

（単位：千円）

【収入の部】

科　　目 3年度予算
①

3年度決算
②

予算との差異
（①－②）

2年度決算
③

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

前年度決算との
差異（②－③）

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 売 却 収 入
付随事業･収益事業収入
医 療 収 入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
当 年 度 収 入 合 計
前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
［A］
［B］

3,441,410
26,606
86,300
534,600

0
475,200
2,082,000
552,540
232,600
2,384,000
452,450
2,208,460
△932,150

（11,544,016）
785,817

12,329,833

3,273,855
30,120
98,091
524,117
357,451
530,367
2,425,577
556,376
241,720
2,300,000
455,546
4,454,016
△1,024,703

（14,222,533）
1,405,326
15,627,859

167,555
△3,514
△11,791
10,483

△357,451
△55,167
△343,577
△3,836
△9,120
84,000
△3,096

△2,245,556
92,553

（△2,678,517）

△3,298,026

3,448,955
28,363
65,921
478,498
1,952,690
500,914
1,833,901
591,839
277,939

0
446,363
4,372,549
△1,081,654

（12,916,278）
773,590

13,689,868

△175,100
1,757
32,170
45,619

△1,595,239
29,453
591,676
△35,463
△36,219
2,300,000

9,183
81,467
56,951

（1,306,255）

1,937,991

科　　目 3年度予算
①

学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
経常費等補助金
付 随 事 業 収 入
医 療 収 入
雑 収 入
教育活動収入計
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
教育活動支出計

［C］教育活動収支差額
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計

［F］教育活動外収支差額
［G］経 常 収 支 差 額

資 産 売 却 差 額
その他の特別収入
特 別 収 入 計
資 産 処 分 差 額
その他の特別支出
特 別 支 出 計

［J］特 別 収 支 差 額
［ 予 備 費 ］
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
基 本 金 取 崩 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

3,441,410
26,606
86,300
534,600
475,200
2,082,000
232,600
6,878,716
4,642,631
3,094,631
540,817

0
8,278,079

△1,399,363
552,540

0
552,540
18,502

0
18,502
534,038

△865,325
0

10,000
10,000

0
0
0

10,000
300,000

△1,155,325
△727,575
△1,882,900
△2,298,324

0
△4,181,224

7,441,256
8,596,581

3年度決算
②

2年度決算
③

前年度決算との
差異（②－③）

予算との差異
（①－②）

3,273,855
30,120
120,946
466,154
530,367
2,425,577
244,055
7,091,074
4,396,192
2,945,657
497,287
4,334

7,843,470
△752,396
556,376

0
556,376
18,521

0
18,521
537,855
△214,541

1
74,793
74,794
20,055

74
20,129
54,665

△159,876
△990,967
△1,150,843
197,596

670
△952,577

7,722,244
7,882,120

167,555
△3,514
△34,646
68,446

△55,167
△343,577
△11,455
△212,358
246,439
148,974
43,530
△4,334
434,609
△646,967
△3,836

0
△3,836
△19
0

△19
△3,817

△650,784
△1

△64,793
△64,794
△20,055

△74
△20,129
△44,665
300,000
△995,449
263,392
△732,057
△2,495,920

△670
△3,228,647

△280,988
714,461

3,448,955
28,363
82,653
448,773
500,914
1,833,901
293,875
6,637,434
4,450,366
3,542,611
462,660

92
8,455,729

△1,818,295
591,839

0
591,839
20,087

0
20,087
571,752

△1,246,543
139

51,797
51,936
408,134
29,596
437,730

△385,794

△1,632,337
△84,826

△1,717,163
△1,210,245
3,125,004
197,596

7,281,209
8,913,546

△175,100
1,757
38,293
17,381
29,453
591,676
△49,820
453,640
△54,174
△596,954
34,627
4,242

△612,259
1,065,899
△35,463

0
△35,463
△1,566

0
△1,566
△33,897
1,032,002

△138
22,996
22,858

△388,079
△29,522
△417,601
440,459

0
1,472,461
△906,141
566,320
1,407,841

△3,124,334
△1,150,173

441,035
△1,031,426

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

特
別
収
支

66,483,485

22,514,060

42,709,576

1,259,849

1,983,074

68,466,559

64,854,525

20,700,536

42,775,875

1,378,114

2,040,237

66,894,762

1,628,960

1,813,524

△66,299

△118,265

△57,163

1,571,797

資産の部

負債の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減
59,161,488

26,915,412

8,000,000

23,627,076

619,000

△952,577

58,208,911

68,466,559

58,171,191

26,058,815

8,000,000

23,598,376

514,000

197,596

58,368,787

66,894,762

990,297

856,597

0

28,700

105,000

△1,150,173

△159,876

1,571,797

基本金

　第１号基本金

　第２号基本金

　第３号基本金

　第４号基本金

繰越収支差額

純資産の部合計［C］

負債及び純資産の部合計

純資産の部

固定資産

　有形固定資産

　特定資産

　その他の固定資産

流動資産

資産の部合計［A］

■主な内容は次のとおりです。

学 生 生 徒 等
納 付 金 収 入

32億7,400万円

歯科大学は24億4,800万円、看護大学は6億5,900万円、短期
大学は1億6,700万円となり、歯科大学及び短期大学の入学定
員未充足等による在籍学生数の減により、前年度比1億7,500
万円減の32億7,400万円となりました。

病院医療収入は21億6,800万円、口腔医療センター医療収入
は2億5,800万円となり､前年度比5億9,200万円増の24億
2,600万円となりました。

経常費補助金3億100万円、私立学校施設整備費補助金4,000
万円、授業料等減免費補助金5,900万円など、前年度比4,600
万円増の5億2,400万円となりました。

【収入の部】 決算額 内　容
■活動区分ごとの収支は次のとおりです。

【教育活動収支】　経常的な収支のうち、学校法人の本業である教育研究事業の収支状況を表す。 

収入は70億9,100万円、支出は78億4,400万円となり、収支差額は7億5,300万円の支出超過となりました。 

【教育活動外収支】　経常的な収支のうち、財務活動と収益事業による収支状況を表す。 

収入は5億5,600万円、支出は1,800万円となり、収支差額は5億3,800万円の収入超過となりました。 

【経常収支差額】　経常的な事業活動による収支バランスを表す。 

教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合計した経常収支差額は2億1,500万円の支出超過となりました。 

【特別収支】　一時的に発生した臨時的な事業活動による収支状況を表す。 

収入は7,500万円、支出は2,000万円となり、収支差額は5,500万円の収入超過となりました。 

【支出の部】

科　　目 3年度予算
①

3年度決算
②

予算との差異
（①－②）

2年度決算
③

前年度決算との
差異（②－③）

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

［ 予 備 費 ］

資 金 支 出 調 整 勘 定
当 年 度 支 出 合 計
翌年度繰越支払資金

支 出 の 部 合 計

4,635,980
1,931,536
459,625
18,502
715,020
2,601,902
108,051
1,399,860
554,017

（207,688）
92,312

△450,600
（12,066,205）

263,628
12,329,833

4,375,793
1,956,038
425,203
18,521
715,020
2,605,774
172,691
4,133,700
492,797

△587,952
（14,307,585）

1,320,274
15,627,859

260,187
△24,502
34,422
△19
0

△3,872
△64,640

△2,733,840
61,220

92,312
137,352

（△2,241,380）
△1,056,646
△3,298,026

4,441,026
2,738,149
438,903
20,087
340,020
782,489
1,631,690
1,852,400
507,406

△467,628
（12,284,542）

1,405,326
13,689,868

△65,233
△782,111
△13,700
△1,566
375,000
1,823,285
△1,458,999
2,281,300
△14,609

0
△120,324

（2,023,043）
△85,052
1,937,991

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
［C］
［D］

1

補 助 金 収 入 5億2,400万円4

記念講堂建設工事費の支払に充当するため、西日本シティ銀
行から23億円を借り入れました。

借 入 金 等 収 入 23億円10

医 療 収 入 24億2,600万円7

1
2
3
4
5
6
7

［A］
1
2
3
4

［B］

1
2

［D］
1
2
［E］

1
2

［H］
1
2
［I］

［K］
［L］
［M］
［N］
［O］
［P］
［Q］

令和3年度事業報告および決算について
学校法人福岡学園の事業報告および決算が、5月31日開催の理事会、評議員会で承認されました。その概要は次のとおりです。

令和3年度（第50期）事業報告

令和3年度（第50期）決算

1．「口腔医学の学問体系の確立・育成」について
　現在の歯学教育の高度専門化とともに一般医学教育を充実させた「口腔
医学」を確立・育成することが、超高齢社会を支える歯科医学・歯科医療に
とって重要であるという考えから、ディプロマ・ポリシーとして定めた能力に
関して、各授業ユニットで何の能力を成長させることができるのか、学生に対
しシラバスで提示しながら口腔医学教育を実践しています。
　また、口腔医学の創設・育成を推進するため平成27年度に創設された「田
中健藏基金」による第6回目の事業として、看護大学の看護演習で使用する
未熟児モデルや短大の口腔ケア実習で使用するマネキン等を購入しました。

2．教育の改善・充実等について
（1）平成25年度からの継続事業である「私立大学等改革総合支援事業」
（文部科学省及び日本私立学校振興・共済事業団が共同実施）におい
て、歯科大学は、昨年に引き続き、新たな時代を生きる学生に対する教
育機能の強化を促進している大学として、タイプ1「『Society5.0』の実現
等に向けた特色ある教育の展開」に採択されました。

（2）歯科大学では、国家試験の現役合格を目指し、TKG（積上げ・繰り返し・
学習）を低学年から実践するよう学生へ説明するとともに、助言教員が
学習の進捗状況を確認する等の方法で学習習慣の確立を支援したほ
か、独自教材の「見開きテーマ問題集」を学生に配布して学習方法の確
立を支援しました。

（3）歯科大学大学院では、口腔医学研究センターを活用して研究活動を推
進させるとともに、海外の学術雑誌への論文発表増加に向けて研究指
導を行ったほか、授業内容の確認を行い、大学院生がより多岐にわたる
領域を学修できるよう新たに「臨床統計学」の授業を開講しました。

（4）看護大学では、令和4年度からの新カリキュラム開始に向け、完成年次
までの教育内容を検討し、シラバスについて点検チェックを実施して、学
生目線の内容に重点を置くとともに、評価の方法・基準を具体的に示す
など、新しい様式に変更しました。

（5）看護大学大学院は、4月に大学院看護学研究科を開学し、内規、学生便
覧等を見直したほか、AC教員審査で看護特別研究の指導教員を増員
し、教育・運営の充実を図りました。

（6）短期大学では、実践的教育の充実に向けて学外実習先である開業歯科
医院数を71から82施設に増加させたほか、令和5年度からの男女共学
化を決定しました。また、4年制化に向けての検討も継続しています。専
攻科では、24名が大学改革支援・学位授与機構より学士の学位を取得
しました。

（7）「第115回歯科医師国家試験」は、模擬試験結果を基に苦手分野の分析
を行い、その内容を教員へフィードバックして、第6学年の指導に活用し
たほか、放課後および土日祝日に自習室を開放する等の対策を講じ、新
卒39名が合格しました。看護大学は「第111回看護師国家試験」に103名
が合格し、「第108回保健師国家試験」は10人全員が合格しました。短期
大学は「第31回歯科衛生士国家試験」に新卒55名が合格しました。

3．研究の活性化について
（1）「福岡歯科大学・福岡看護大学・福岡医療短期大学 口腔医学研究セン

ター」は、講師3名を招聘して第3回口腔医学研究センターシンポジウム
を開催したほか、令和3年の同センターを活用した業績の取りまとめを行
いました。

（2）看護大学では、「看護分野における口腔ケア・口腔ケア教育」に関する臨
床看護研究を継続的に推進し、日本看護科学学会において、4年連続
で口腔ケアに関するテーマの交流集会が採択されました。

（3）専任教員の総論文数（著書、総説、原著論文、症例報告等）は、歯科大学
は、前年度162編が119編（うち欧文76編）に、看護大学は、前年度85編
が52編（うち欧文11編）、短期大学は、前年度24編が39編（うち欧文21
編）になりました。

（4）研究倫理の確立に向け「公的研究費等にかかるコンプライアンス教育
講習会」及び「責任著者と共著者の責任について」をビデオ講習会で開
催し、学園3大学の教職員及び大学院生を含めて674名が受講しました。

4．学生の支援等について
（1）歯科大学では、特に指導が必要な学生に対し個別面談を適宜実施した

ほか、昨年度に引き続き低学年からの学習習慣の定着を支援するため、
第1学年に対する助教によるサポーター制度の実施、また、保護者に対し
て大学の取り組みや修学状況等を説明する「学年説明会及び個別面談」
等を行いました。

（2）看護大学では、保護者を交えた3者面談を含め、学生の状況に応じた個
別的面談を繰り返し実施したほか、学習意欲向上を目指して卒業生や看
護師による研修会を開催しました。また、新たに最新看護索引Webを契
約し、学生が自宅から文献検索が行えるよう環境を整えました。

（3）短期大学では、成績不振学生や基礎実習の課外学修希望学生に対する
課外時間補習授業にTAも活用し、学力・技能の向上に努めたほか、
e-learning教材を蓄積し、基礎実習の予習・復習に活用しました。また、
文部科学省の補助金事業に採択され、マネキン実習室の改修を行いまし
た。

（4）歯科大学、看護大学、短期大学が文部科学省の実施する高等教育の修
学支援制度（高等教育の無償化）の対象校として今年度も引き続き選定
されました。

（5）令和4年度入学者数は、歯科大学口腔歯学部67名・同大学院12名、看護
大学看護学部104名・同大学院7名、短期大学歯科衛生学科70名・同専
攻科21名でした。

5．社会との連携・貢献について
（1）地域連携センターでは、新型コロナウイルス感染症の影響で、今年度も

対面での活動をほとんど自粛・休止することとなりましたが、UR星の原
団地で健康調査を実施したほか、超高齢過疎地区（早良区板谷地区）に
おける住民健康診断を訪問歯科センターとともに実施しました。また、医
科歯科総合病院で「連携の会」を開催し、近隣の医療介護従事者を対
象とした多職種によるリカレント教育の場を設けました。

（2）医科歯科総合病院では、各診療科が病院の方針に沿って目標の再設定
を行い、外来患者、入院患者、手術等の増加方策に取り組み、診療稼働
額が大きく向上しました。また、感染対策を強化するために発熱外来棟
を設置したほか、健診センターでは協会けんぽの被保険者、被扶養者の
健診を令和4年4月から開始することにしました。外来患者数は1日平均
704.11人、入院患者数は35.16人でした。

（3）口腔医療センターは、福岡市歯科医師会へ加入し、訪問歯科センターと
連携を行い「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所（か強診）」の施
設基準の申請を行ったほか、物流管理システム（SPD）を導入し、効率的
な医療材料の管理を実施しました。年間患者数は26,570人、1日平均患
者数は111.2人でした。

（4）介護老人保健施設は、医科歯科総合病院の言語聴覚士を非常勤で配
置し、入所者、通所利用者の嚥下評価を実施したほか、厚生労働省が新
たに運用を開始した「科学的介護情報システム（LIFE）」にデータを提出
し、新規加算を取得しました。入所者数は1日平均69.9人、通所利用者数
は1日平均22.7人でした。

（5）国際交流については、歯科大学は、昨年度に引き続いて姉妹校との交流
は全て中止としました。看護大学は、リバプール大学（イギリス）との相互
交流を目指し検討を継続しています。短期大学は、東釜山大学の廃校に
伴い、今後の交流先について検討をしています。

6．組織運営及び財務強化・施設整備について
（1）令和4年4月から病院の管理運営の指導及び助言等を担当する病院顧

問に阿南壽氏、学園の情報環境整備の指導及び助言等を担当する情
報顧問に藤村直美氏の委嘱を決定しました。

（2）病院の将来的構想等を踏まえ、全身画像診断学分野の名称を「放射線
診断学分野」に変更したほか、令和4年4月から呼吸器科を設けることと
しました。

（3）新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチン接種の打ち手不足が深
刻化する中、歯科医師にも特例で容認されたため、福岡市の要請のもと
本学園の医師、看護師に加え、歯科医師も集団接種会場で打ち手として
支援を行いました。

（4）短期大学は、大学・短期大学基準協会の認証評価を受審し、「短大基準
に適合している」との評価結果及び認定証を受領しました。

（5）外部資金導入として、文部科学省から改革総合支援事業選定、私立学
校施設整備費などに係る補助金として約75,400万円を受け入れました。

（6）校舎・施設・設備の刷新と教育・研究機能の向上を目的に、既存キャン
パスの再整備を推進することを決定し、基本計画等の策定を進めてい
ます。

令和3年度（第50期）の資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表及び財産目録の概要は次のとおりです。

私立学校施設整備費補助事業による短期大学「マルチメディ
ア実習環境整備費」8,500万円など、前年度比14億5,900万円
減の1億7,300万円となりました。

記念講堂建設工事費23億8,400万円、非常用発電設備更新工
事費9,400万円、学生研修センター駐車場用地取得費9,900
万円など、前年度比18億2,300万円増の26億600万円となり
ました。

【支出の部】 決算額 内　容

施 設 関 係 支 出 26億600万円6

設 備 関 係 支 出 1億7,300万円7

○財産目録
■財産目録総括表（令和4年３月３１日現在）　（注記）資産の評価基準は取得価額基準によっている。

資産額
１　基本財産
 （1） 土地
 （2） 建物
 （3） 構築物
 （4） 教育研究用機器備品
 （5） 管理用機器備品
 （6） 図書
 （7） 車両
 （8） 建設仮勘定
 （9） 電話加入権
 （10） 敷金・保証金
 （11） 教育研究用ソフトウェア
 （12） 管理用ソフトウェア

22,801,544,273 
2,893,495,049 
12,853,828,988 
676,028,129 
1,932,627,203 
78,459,088 

1,661,872,698 
1,951,165 

2,391,131,000 
1,705,991 
41,288,900 
246,112,013 
23,044,049 

２　運用財産
 （1） 建物
 （2） 現金預金
 （3） 特定資産
 （4） 有価証券
 （5） 敷金・保証金
 （6） 長期貸付金
 （7） 長期前払金
 （8） 未収入金
 （9） 貯蔵品
 （10） 前払金
 （11） 立替金

45,665,014,436 
24,666,680 

1,320,274,154 
42,709,575,500 
897,801,300 
16,800,000 
22,900,000 
10,196,892 
574,329,420 
20,369,402 
61,269,231 
6,831,857 

（単位：円） （単位：円）

科目 金　額

資産合計 68,466,558,709

負債合計
正味財産

10,257,647,435
58,208,911,274

負債額
１　固定負債
（1） 長期借入金
（2） 退職給与引当金
（3） 長期預り金

２　流動負債
（1） 短期借入金
（2） 未払金
（3） 前受金
（4） 預り金

8,151,458,485 
6,699,936,000 
1,451,022,485 

500,000 

2,106,188,950 
945,024,000 
572,624,029 
455,546,000 
132,994,921 

科目 金　額

季節のニュース




